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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、食に関するローカル・ナレッジについて、ベトナム、ブータン、シベリアで調

査を行い、文化人類学、開発学、生態人類学の視点から比較検討を行った。その結果、近代化

の進行状況に合わせて、それぞれの地域および対象によって自然環境、食、人間の相関関係に

相違があることが分かった。以上のことを参考として、ローカル・ナレッジの在り方について、

近代的な知や市場経済との複合状況を考察し、当該テーマに関する地域研究の枠組みを構築し

た。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, we researched on the local knowledge about the food in Vietnam, Bhutan 

and Siberia, and compared research results from three points of view cultural anthropology, 

development studies and ecological anthropology.  

As a result, it was found that in accordance with the progress of modernization, there 

is a difference in the correlation between natural environment, food and human beings 

in each subject and region. Then we considered the complex situation of the market economy 

and modern knowledge, we constructed a framework for area studies on local knowledge. 
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１．研究開始当初の背景 
 食は生活のあらゆる面と結びつく対象で
あり、人類学の分野でも早くから中心的な研
究課題であった。特に、近年は、グローバル
化や近代化の進展を背景に、新たなアプロー
チが試みられるようになっている。このよう
な状況の中で、本研究課題では、1990 年代以
降、開発の現場の中で重視されるようになっ
てきているローカル・ナレッジと食との関係
について考察するものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、自然と文化、近代化との関係
に着目して、ベトナム、ブータン、シベリア
の３つの地域の食に関するローカル・ナレッ
ジの様態について明らかにする。 
 具体的な項目は、自然環境との関わりの中
ではぐくまれる食に関するローカル・ナレッ
ジ。「土着の知」が、周辺社会との関係で「伝
統的な知」とされるに至るプロセス。グロー
バリゼーション、近代化の中で「ローカル・
ナレッジ」が構築されるプロセス、である。 
 
３．研究の方法 
 ベトナムにおいては、屋敷地内の生産シス
テムや「熱／冷理論」、ブータンに関しては、
食の選好性と、食と健康に関する知識。シベ
リアについては、動植物利用の経験値形成の
プロセスと自然等の関係、および、周辺民族
との交流に着目してフィールドワークを行
う。また、３つの調査地での調査結果を持ち
寄り、比較検討を行うものである。 
 
４．研究成果 
 ベトナムでは、食生産環境の近代化の中で、
農村の住民が、「科学的」な知識を受容する
とともに、自家用の野菜の生産に対しては 
農薬の使用をやめたり、「安全野菜」を生産
するようになるなど、新しい知に対応した新
しい実践を行っていることが分かった。一方、
食物を媒介とした薬剤耐性菌に関する調査
によって、複合循環農法に関する知識が、残
留抗生物質や耐性菌などの目に見えない新
しい脅威に対応できないままになっており、
啓蒙をともなう関与が必要であることが看
取された。 
 ブータンにおいては、標高差を利用した多
様な作物の栽培とトランスヒューマンスが
行われている状況について観察した。「健康
的な食事」については、「腹もちの良い食事」
と理解されることが多いことも分かった。そ
れは、農村部で特に顕著であり、肉体労働に 
従事している農家の人々の生活を反映した
ものと考えられる。 
 シベリアに関しては、文献調査とこれまで
の研究成果の取りまとめを行った。その結果、

エヴェンキ人の肉食と生態環境について、特
にトナカイとヘラジカを通した環境認識が
行われていることが明らかになった。 
 また、対象地域における近代性の嵌入状況
を明らかにし、ローカル・ナレッジが、近代
的な知との接触の中で再構築されているこ
とについて理解した。 
以上の研究成果に基づいて、基層、変容、

介入に対応する生態人類学、文化人類学、開
発学の連携が必要であることが明らかにな
り、実践に向けて必要となる認識を共有した。 
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